
別紙１ 参考様式

１ 対象地区の現状

２ 対象地区の課題

４ ３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

① 農地バンクの活用方針
 地区内に農地を所有する人は、原則として、農地バンクに長期間貸し付け、基盤整備による耕作条件の改善を目
指す。

 中心経営体の経営内容（作目）を踏まえ、地区外から新たな中心経営体を入作させることにより、さらに集約化
を進める。

② 新たな担い手の確保の方針
 農地の有効活用を図るため、地区外から新規就農者や認定農業者の受入れを進める。

③ 新規・特産作物の導入方針
 水稲中心の産地からの転換を図るため、高収益作物や飼料作物等を集約的に生産し、農畜産物の有利販売に取り
組む。

 地区内農地の耕作条件改善のため基盤整備を推進し、今後、中心経営体が最も効率的に耕作できるよう、現在の
所有者・耕作者による話し合いに基づき農地の利用調整を行い、集約化を図っていく。

ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 0.5ｈａ

ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 1.2ｈａ

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 4.2ｈａ
（備考）

 当地区では、水稲単作が主に行われているが、耕地は不整形で、１筆の平均面積は約５aと小規模であり、生産
性は高くない。また現在、75歳以上の耕作者は全体の約半数を占め、10年後には約８割に達することが予想され
る。耕作条件の悪さが経営規模拡大を阻むため、中心経営体である認定農業者（1経営体）が耕作する面積は、全
体の2割に満たない。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

①地区内の耕地面積 5.1ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 5.1ｈａ

③地区内における75才以上の農業者の耕作面積の合計 1.8ｈａ
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